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PRESS RELEASE  2022/5/19  
    

 

マイマイガ用ライトトラップの開発に成功 
～休憩施設への飛来虫防止に期待～ 

 

ポイント 

・大型のガを優先的に捕獲するソーラーパネルを実装した持続設置型トラップを開発。 

・照射角を狭めることで，他の小さな昆虫はなるべく逃がし，大型のガのみを中心に誘虫を促進。 

・持続可能な開発目標（SDGs）の 11. 豊かな町作り，15. 陸の生物多様性保全に期待。 

 

概要 

北海道大学電子科学研究所の西野浩史助教及び堂前 愛学術研究員らの研究グループは，フィール

ドデータをもとに大型のガ（マイマイガなど）を優先的に捕獲し，他の昆虫はなるべく逃がすライト

トラップを開発しました。 

 北海道の森林面積は日本の都道府県で最も広く，夏も短いため，観光シーズン真っ只中に森林昆虫

が大量発生します。北海道の道路は森林地帯を通過するため，休憩施設の人工光源に大量のガが飛来

します。特に，マイマイガやクスサンは翼長 6～10cm と大きく，休憩施設への定着・産卵すること

があり，利用者の苦情のもとになってきました。休憩施設には多くの利用者が集まるため，農薬の散

布を控える必要があり，「環境にやさしい飛来虫防除法の開発」が望まれていました。 

 使用した光源は，光波長だけでなく，照射角やトラップ形状を最適化したうえで，ソーラーパネル

を実装することで，持続使用を可能にしました。マイマイガの人工照明への飛来, 施設への定着は全

国的な問題となっており，本トラップは環境低負荷型のマイマイガ防除の一助となることが期待され

ます。 

なお，本研究成果は 2022 年 5 月 2 日（月）公開の Zoological Science 誌にオンライン掲載されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラップで捕獲された昆虫をチェックす

る様子。 

2018 年の連続台風（台風 20 号・21 号）

直撃，北海道胆振東部地震 (9/6)でも損傷

はなかった。 
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【背景】 

北海道の森林面積は日本の都道府県中最も広く，短い夏の間に森林昆虫が大量発生します。特に，

マイマイガやクスサンなどの大型のガは，道路沿線の休憩施設へ多数飛来し，定着・産卵をおこすこ

とで，利用者の苦情のもとになってきました。そこで，休憩施設への大型のガのよりつきを減らす狙

いで，誘引性の高いライトトラップを作成することを目的としました。これまで, 昆虫の色（光波長）

への嗜好性に着目したトラップは多く作成されてきましたが，光源照射角や捕獲部分の形状にまで工

夫を凝らしたトラップは少ないのが現状でした。 

 

【研究手法】 

2016 年から 2018 年の７～９月の有翅昆虫の出現時期に, 光波長（365-535 nm） や照射角（0-120

度 ） の 異 な る 光 源 （ 2021 年 12 月 3 日 付 け の プ レ ス リ リ ー ス リ リ ー ス 参 照 : 

https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/201203_pr.pdf）を道路沿線に設置することにより，昆虫の光

源定位行動やトラップされる昆虫種・数を精査しました。フィールドデータをもとに，毎年少しずつ

トラップの仕様変更を進め、大型のガを捕獲しやすいトラップを作成しました。 

 

【研究成果】 

まず，光の形状による影響を調べるため，照射角の違いによる誘引性を評価しました。その結果，

コリメーターレンズで照射角を絞った狭角光源（10 度）の方が広角光源（40 度）の 5 倍以上のマイ

マイガを集めました（図 1）。また，背景の衝突板に夜光塗料を塗布すると，光源周囲が広くぼんやり

と光りますが，この状態では期待に反してガが捕獲されにくくなることがわかりました。以上の結果

は，飛翔昆虫が明暗コントラストの強いエッジ付近を目指して定位とする，弘中―針山によるエッジ

注視仮説＊1 を支持するものです。実際に，マイマイガは視覚的コントラストの強いオブジェクトや林

縁に定位する習性を持ちます。 

 トラップの光源として，大型のガの誘引効果が最も高い発光ダイオード（380 nm+490 nm）を実装

するとともに，その光源は狭角仕様（10 度）としました。大型のガは光源背後の衝突板に当たると，

自重により，返し付きの容器に落下しますが，小さな昆虫は逃げることができます（図 1）。また，電

源はソーラーパネル（ｐ.1 図左）による発電により，夏季の２ヶ月にわたる継続使用が可能でした。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

【今後への期待】 

本トラップは収量の大きなトラップですが，仕様をコンパクトにすることにより，家庭用の害虫ト

ラップにも応用できる可能性を秘めています。北海道では 11 年周期で起こるとされるマイマイガ大

発生が近づきつつあり，トラップの効果確認とともに，さらなる仕様のブラッシュアップが期待され

ます。 
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【参考図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．広角光源（40 度）と狭角光源（10 度）で大型のガが集まる仕組みのイメージ（上段） 

実地試験では狭角光源の方が５倍以上のマイマイガがトラップにかかった（下段） 
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【用語解説】 

＊1 エッジ注視仮説 … 昆虫の走光性のメカニズムを説明する仮説のひとつで，移動中の昆虫は光と周

囲が作り出す視覚的エッジに向かって定位すると考える。弘中満太郎博士（石川県立大学）と針山孝

彦博士（浜松医科大学）によって提唱された。 


